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0腸炎ビブリオ　Ⅵbriopar血8emdytic胴

すってし一作鴨汐降魔飽日射村も

現在もl tOOへ定一叫，Ztもる

1950年大阪府下で起こった「しらすぼし」による食中毒の原因菌として初めて分離された。

コレラ菌と異なり食塩がないと増殖できない。　　㌧藤野′鮎呼

15℃以下になると増殖が抑制され、夏に多く発生する。

伸勘ヾr鉦と増夕虐できrfい．

〔病態〕

潜伏期は8－24時乳12時間前後が多い。　　　　溌直しこしもが車草

上腹部痛、下痢、嘔吐などの胃腸炎症状で発私　　　し0匪高幡碩ご空ろ・

発熱はヲ7℃～38℃とあまり高くないことが多い。

腹痛は著明。

下痢は水様性であることが多い。血便もあり。

飴凍〕　港卵か二挿煽れド刃汁溝い

予後は良好で、輸液などの対症療法で十分。基礎疾患のある場合、重症化が見られる。

抗生剤は高熱、脱水、血便などの重症例に投与。

二㌢＿一キ沌ン和、写戊にとまれ入れマ1シソ

〔寺素】

TDE

腸炎ビブリオは血液寒天培地上で、溶血活性を有する菌と示さない菌があり、前者は臨床分離株、

後者は環境分離株のことが多い。この溶血現象は神奈川現象と呼ばれ、この溶血毒は、耐熱性溶

血毒（Thermostabledirecthemolysin：TDH）と名付けられた。このTDIiをラットに投与すると即時

型致死活性を示し、心臓毒性と言うユニークな生物活性を有することが明らかになった。

TR荘

1988年神奈川現象陰性の臨床分離株からTDH類似の易熱性溶血毒を産生するものが報告され、

TRH；TDH－relatedhemolysinと名付けられた。

mHとTRHは、アミノ酸で60％のホモロジーを有する。

○ビブリオ・パルニフイカス　ⅥbrioYulni－kus

肝疾患や糖尿病などの基礎疾患がある患者が、魚介類の生食により感染すると、四肢の水癌、紅

斑、壊死性潰瘍などを伴う敗血症を起こすことがあり、遜金華廷亘些25k

海水に接した後の創傷感染から潰瘍、蜂巣炎（蜂寓織炎）、壊症などが起こる例もある。

病原因子は、莱膜と軋r（鎚汀i叩地坪柁SSOr）である。　　　　　テトラサイフロン私も0

有効な薬剤はmhocyclhe＋C曲bX血eまたは∝魚心元me＋cipron0渕血し　車郎町魚津七一・

常用武

顧頼郎恥璃捏ね甘郎加狼弓咽蘭咄・
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